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自然食品青梅に

人気高まる

農協では 6月5日から12日にかけて約 15 0 0 kgの青梅を取扱い、神戸市場へ出荷し

ました。今年は結実裏年のうえに、低温、晩霜に見舞われた ことから、昨年の 8トンか

らは大幅に滅少しまし た。

梅の用途は、梅干、梅酒、梅ジャムなどですが、消費者の自然食品、健康食品ブーム

により人気は高く需要は年毎に増加しております。

〔写真： 肱川農協選果場で 62. 6. 5〕
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風おこし懇談（上小藪集会所で62.5.27)

ー
町
職
員
が
各
部
落
を
巡
回
し
て
訴
え
ー

0
運
動
の
ね
ら
い

時
代
は
、
今
二
十
一
世
紀
に
向
っ

て
大
き
な
転
換
期
を
迎
え
て
お
り
、

高
齢
化
・
国
際
化
・
高
度
情
報
化
等

が
急
速
に
進
展
し
て
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
中
で
、
人
々
の
考
え

方
も
さ
ま
ざ
ま
で
生
活
の
質
的
向
上

心
の
豊
か
さ
が
強
く
求
め
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
ぎ
ま
し
た
。

都
会
に
住
む
人
は
、
医
療
・
教
育
・

文
化
・
交
通
等
が
発
達
し
、
非
常
に

便
利
に
な
っ
た
一
方
で
、
人
口
の
過

密
・
騒
音
等
環
境
の
悪
化
と
共
に
、

高
度
情
報
化
・
ハ
イ
テ
ク
時
代
を
む

か
え
、
ス
ト
レ
ス
の
多
い
生
活
を
強

い
ら
れ
て
お
り
農
山
村
の
自
然
を

人
間
性
回
復
の
場
と
し
て
求
め
、
自

然
食
品
・
健
康
食
品
へ
の
志
向
が
強

ま
っ
て
お
り
ま
す
。

一
方
農
山
村
は
、
緑
豊
か
な
自
然

・
農
林
産
物
等
お
い
し
い
自
然
食
品

・
健
康
食
品
を
豊
富
に
有
し
て
お
り
、

素
朴
な
人
情
・
伝
統
的
な
食
文
化
・

民
俗
芸
能
等
農
山
村
独
特
の
文
化
が

沢
山
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
そ
の
反
面
過
疎
化
・
高

齢
化
が
進
み
、
農
林
業
の
不
況
等
き

び
し
い
産
業
経
済
環
境
に
あ
り
ま

す
。

こ
の
よ
う
な
中
で
、
十
五
年
後
の

肱
川
町
の
姿
を
想
定
し
、
中
長
期
的

視
点
に
立
っ
て
、
肱
川
町
民
が
そ
れ

ぞ
れ
の
立
場
で
自
ら
の
中
に
風
を
お

こ
し
、
そ
の
風
が
嵐
と
な
っ
て
町
づ

く
り
に
新
風
を
吹
き
こ
む

II

ひ
じ
か

わ
風
お
こ
し
“
が
実
現
で
き
る
こ
と

を
願
っ
て
、
こ
の
運
動
を
推
進
し
て

い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

0
当
面
次
の
よ
う
な
こ
と
を
行
い

ま
す

-

「部
落
巡
回
」
の
実
施

町
職
員
が
各
部
落
を
巡
回
し
て

”
ひ
じ
か
わ
風
お
こ
し
“
運
動
の

ね
ら
い
や
内
容
を
説
明
し
ま
す
。

二

「十
五
年
後
の
肱
川
町
の
姿
」
の

想
定

い
ろ
い
ろ
な
手
法
を
用
い
て
「

十
五
年
後
の
肱
川
町
の
姿
」
を
描

き
ま
す
。

三
「
ひ
じ
か
わ
お
こ
し
研
究
会
」
の

設
置活

力
あ
る
町
づ
く
り
を
実
践
す

る
た
め
の
研
究
機
関
と
し
て

「ひ

じ
か
わ
お
こ
し
研
究
会
」
を
設
置

し
ま
す
。

四

「ひ
じ
か
わ
風
お
こ
し
大
会
」
の

開
催か

ぜ
お
こ
し
・
ひ
じ
か
わ
お
こ

し
を
展
開
す
る
た
め
の
「
ひ
じ
か

わ
風
お
こ
し
大
会
」
を
開
催
し
ま

す
。

五
特
産
品
の
開
発
と
販
路
拡
大

”
肱
川
お
ろ
し
“
を
シ
ン
ボ
ル

マ
ー
ク
と
し
て
、
肱
川
町
で
で
き

る
商
品
を
自
然
食
品
・
健
康
食
品

に
イ
メ

ー
ジ
ア
ッ
プ
し
て
、
原
料

の
確
保
を
図
り
な
が
ら
「
特
産
品

の
開
発
と
販
路
拡
大
」
を
図
り
ま

す
。

六

交

流

事

業

の

推

進

都
市
と
肱
川
町
の
交
流
を
図
る

た
め
、
積
極
的
に

「交
流
事
業
の

推
進
」
を
行
い
ま
す
。

七

特

別

町

民

の

加

入

促

進

ふ
る
さ
と
肱
川
町
・
緑
あ
ふ
れ

る
肱
川
町
・
自
然
の
香
り
を
運

び
、
素
朴
な
人
情
の
ふ
れ
あ
い
を

大
切
に
す
る
「
特
別
町
民
の
加
入

促
進
」
を
図
り
ま
す
。

て た顔住りてのう ー て の さ 十 生 催
帰お く 々 ん 気お圭ヵ、い頑ー 1 物産展感想文集より 1せ九活さニ

つ客さ‘で味ら蘊んら張従 て日改れ月
て様ん故おでれもはつり業心く何服かすす巻 項と善ま十
美の買郷らしる恥いしま員し教か装‘がるき私きニグし七、お
味中 つ の れ た前ずかゃしとま育ら 「コよ達ま十ルた日

礼客三
しにて味る゜でかがいたししさ何 1 うはし二 l 物か儀横一かは 項を方肱のしでま゜てたれま、 越ナか‘た日プ産ら
っ‘き想々 川 実くすせ の゜てで‘圭

i -、
豆対 Iん お ° の の フ ー

た昨まい‘を 演 お か 誇私い‘棠 社での客 ニーェ週
か日し出懐はに客 ← 手 り達る規づ：員し実様 日人ア間
らもたしかなは様と作 をもの則力‘対のた演の 間とに三
‘買゜てしれあが‘り も三に正い、殿 方°販前 参し私越

今つ か いてが見そよ つ越感し とさ売で 加てもで

久
保

今
宮
カ
ッ
ミ

特
産
品
に
は

「
み
え
」
も
大
切

八

地
場
産
業
の
育
成

人
材
流
出
を
防
ぎ
、
町
活
性
化

の
た
め
の
民
間
活
力
を
高
め
る
た

め、

「地
場
産
業
の
育
成
」
を
図

日
も
買
い
に
き
た
と
言
っ
て
下
さ
る

方
、
試
食
を
し
て
み
て
一
寸
甘
い
と

か
、
少
し
固
い
と
か
…
言
っ
て
去
っ

て
行
か
れ
る
方
、
さ
ま
ざ
ま
で
し
た
。

他
の
出
品
も
良
く
う
れ
て
い
る
よ
う

で
し
た
が
、
か
き
餅
の
油
揚
げ
は
と

て
も
好
評
の
よ
う
で
し
た
。

大
谷
三
笑
会
の
皆
さ
ん
が
、
集
め

て
い
た
だ
い
た

「
セ
リ
」

は
珍
し
い

の
か
売
り
切
れ
た
よ
う
で
し
た
。

二
十
二
日
は
、
日
曜
日
だ
っ
た
の

で
、
お
客
様
も
多
く
関
係
者
の
方
々

を
始
め
、
私
達
も
最
後
の
売
上
げ
に

一
生
懸
命
頑
張
り
ま
し
た
。

「い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
せ
い
か
が
で
す
か

」
の

呼
び
声
も
馴
れ
て
き
て
調
子
が
良

く
、
張
り
切
っ
て
い
ま
し
た
。
ニ

百
本
程
の

「洋
か
ん
」
も
、
一
本
も

残
ら
ず
売
り
切
れ
て
、
ほ
っ
と
し
ま

し
た
。

こ
の
た
び
参
加
さ
せ
て
項
き
感
じ

ま
し
た
事
は
、
特
産
品
で
も
品
物
の

「み
え
」
を
き
れ
い
に
す
る
事
、
年

齢
層
に
マ
ッ
チ
し
た
も
の
、
昔
の
物

の
で
も
な
つ
か
し
さ
が
あ
ふ
れ
よ
う

な
品
物
を
、
こ
れ
か
ら
も
み
ん
な
で

考
え
る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

私
達
も
今
度
の
体
験
を
生
か
し
て

生
活
改
善
グ
ル
ー
プ
と
し
て
肱
川
町

の
特
産
開
発
の
た
め
に
協
力
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
積
極
的
な
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

，り
ま
す
。
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農家のみなさん

7月128は農業委員の選挙です

皆さんの一票で真の農業の代表者を
選びましょう

農
業
委
員
の
仕
事

一
農
村
と
農
業
者
の
利
益
を
守
る
農
政
活
動
を
行

い
ま
す
。

二
集
落
や
町
内
の
農
地
の
活
動
化
を
促
し
、
農
地

の
有
効
利
用
対
策
を
す
す
め
ま
す
。

三
大
切
な
農
地
問
題
、
農
業
者
年
金
制
度
、
相
続
・

贈
与
・
譲
渡
な
ど
の
税
金
、
経
営
改
善
の
資
金
な

ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

こ
ん
な
人
を
選
び
ま
し
ょ
う

一
農
業
の
こ
と
を
よ
く
知
り
、
農
家
の
利
益
を
守
る
人
。

二
人
格
が
円
満
で
、
し
か
も
正
義
感
が
強
く
公
正

な
人
。

三
実
行
力
が
旺
盛
で
、

に
取
り
組
む
人
。

所
得
税
の
予
定
納
税
を
す
る
方
の

納
期
は
、
七
月
一
日
か
ら
七
月
三
十

一
日
ま
で
で
す
。
予
定
納
税
の
該
当

者
に
は
、
税
務
署
か

ら
納
税
す
る
金
額
に

は

っ

い

て

郵

送

に

よ

り

税

通

知

書

が

送

ら

れ

て

納

い

ま

す

。

定

に

振

替

納

税

を

利

用

予

で

し

て

い

る

方

は

納

期

の

ま

雙

七

月

三

十

一

日

）

税

末

に

指

定

さ

れ

て

い

る

得

月

金

融

機

関

の

口

座

か

所

ワ

ら

自

動

的

に

納

付

さ

れ
ま
す
の
で
、
預
金

残
高
の
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

振
替
納
税
以
外
の
方
は
、
納
期
限

内
に
最
寄
り
の
金
融
機
関
等
か
ら
納

め
て
下
さ
い
°
な
お
、
納
期
限
ま
で

す
べ
て
の
仕
事
に
積
極
的

に
納
税
さ
れ
な
い
時
は
、
延
滞
税
な

ど
が
か
か
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
ら

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

町
職
員
異
動

肱
川
町
で
は
、
次
の
と
お
り
人
事

異
動
を
行
い
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。
（
カ
ッ
コ
内
は
旧
職
）

▽
産
業
課
長
兼
特
産
開
発
係
長
中

野

博

司

（

産

業

課

長

）

▽

税

務

課

長

補

佐

安

川
武
志

（
税
務
課

長
補
佐
兼
税
務
係
長
）
▽
税
務
課

税

務

係

長

飛

野

弘

幸

（

産

業

課

農
林
振
興
係
長
）
▽
産
業
課
農
林

振

興

係

長

北

川

敬

恒

（

産

業

課

特

産

開

発

係

長

）

▽

産

業

課

藤

高

茂

治

（

建

設

課

）

▽

建

設

課

高
田
栄
治
（
税
務
課
）

”
あ
の
人
は
税
金
が
か
か
っ
て
な

ぃ
＂
と
い
う
場
合
が
あ
り
ま
す
、
個
人

の
町
民
税
は
、
均
等
割
、
所
得
割
い
づ

れ
も
次
の
人
に
は
か
か
り
ま
せ
ん
。

一
前
年
中
に
所
得
の
な
い
人
。

二
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
人
。

三
障
害
者
、
未
成
年
者
、
老
年

者
、
寡
婦
（
夫
）
で
前
年
の
所

得
が
一

0
0
万
円
以
下
の
人
。

四
均
等
割
だ
け
を
納
め
る
人
で

◎
税
金
の
か
か
ら
な
い
人

町
民
税
は
、
そ
の
名
称
が
示
す
よ

う
に
、
私
た
ち
町
民
が
そ
の
住
ん
で

い
る
町
に
納
め
る
税
金
で
す
。
（
町
に

納
め
ら
れ
た
町
民
税
の
う
ち
県
民
税

に
つ
い
て
は
、
町
か
ら
県
へ
払
い
込

ま
れ
ま
す
）
こ
こ
で
い
う
町
民
税
と

は
、
個
人
に
か
か
る
個
人
町
民
税
と

法
人
（
会
社
等
）
に
か
か
る
法
人
町

民
税
と
が
あ
り
ま
す
。

個
人
町
民
税
は
、
均
等
割
と
所
得

割
、
法
人
町
民
税
は
、
均
等
割
と
法

人
税
割
に
区
分
さ
れ
ま
す
。

均
等
割
と
は
、
そ
こ
に
住
ん
で
い

る
個
人
や
法
人
が
等
し
く
負
担
す
る

税
金
で
所
得
割
と
は
個
人
や
法
人
が

所
得
の
多
寡
に
応
じ
て
負
担
す
る
も

の
で
す
。

◎
町
民
税
は
均
等
割
と
所
得
割

町

民

税

前
年
の
所
得
が
、
町
の
条
例
で

決
め
る
金
額
以
下
の
人
。

な
お
、
共
働
き
を
し
て
い
る
よ
う

な
場
合
は
が
夫
が
均
等
割
を
納
め
て

い
れ
ば
、
妻
に
は
均
等
割
が
か
か
り

ま
せ
ん
。

◎
均
等
割
と
所
得
割
の
標
準

均
等
割
は
二
二

0
0円
で
そ
の
中

に
は
県
民
税
七

0
0円
が
含
ま
れ
て

い
ま
す
。

町
民
税
の
所
得
割
は
、
前
年
の
所

得
の
大
小
に
応
じ
て
税
の
負
担
を
決

め
ま
す
。

所
得
割
の
税
額
の
計
算
方
法
は
、

所
得
金
額
か
ら
所
得
控
除
（
十
二
種

類
あ
る
）
を
差
し
引
い
て
、

そ
れ
に

決
め
ら
れ
た
税
率
を
あ
て
は
め
て
、

所
得
割
の
納
付
税
額
を
計
算
し
ま
す
。

◎
町
民
税
の
申
告

給
料
所
得
以
外
の
人
は
、
毎
年
三

月
十
五
日
ま
で
に
町
民
税
の
申
告
が

義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

”
ど
う
せ
申
告
し
て
も
、
役
場
で

適
当
に
決
め
る
の
だ
か
ら
“
と
い
う

人
が
あ
り
ま
す
が
、
役
場
で
は
人
の

所
得
を
適
当
に
決
め
ら
れ
る
筈
が
あ

り
ま
せ
ん
。
提
出
さ
れ
た
申
告
書
か

ら
町
民
税
を
計
算
し
お
知
ら
せ
を
す

る
わ
け
で
す
。

給
料
所
得
者
は
、
自
分
が
申
告
を

す
る
代
わ
り
に
、
会
社
等
か
ら
給
与

支
払
報
告
書
が
提
出
さ
れ
ま
す
か
ら

そ
れ
に
よ
っ
て
町
民
税
を
計
算
し
、

会
社
等
を
通
し
て
お
知
ら
せ
を
し
、

給
料
か
ら
差
し
引
い
て
納
付
す
る
仕

組
に
な

っ
て
い

ま
す
。

◎
納
税
の
義
務
者

町
民
税
の
納
税
義
務
者
は
町
の
住

民
で
す
が
、
具
体
的
に
は
町
内
に
住

所
の
あ
る
人
と
、
町
内
に
住
所
は
な

い
が
事
務
所
や
事
業
所
の
あ
る
人
も

含
ま
れ
ま
す
。

こ
の
場
介
に
、
町
に
住
所
が
あ
る

か
、
事
務
所
等
が
あ
る
か
ど
う
か
は

そ
の
年
の
一
月
一
日
（
賦
課
期
日
と

い
う
）
現
在
の
状
況
で
判
断
さ
れ
ま

゜
す

松
山
市
か
ら
肱
川
町
へ
帰
っ
て
い

る
の
に
”
松
山
か
ら
税
金
を
払
え
と

言
う
て
来
た
“
と
い
う
例
が
あ
り
ま

す
が
、
こ
れ
は
一
月
一
日
現
在
で
松

山
市
に
住
所
を
お
い
て
い
た
か
ら
で

そ
の
年
度
は
、
松
山
市
へ
税
金
を
払

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

町
民
税
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
せ

は
お
気
軽
に
税
務
課
に
お
た
ず
ね
く

だ
さ
い
。

年度別に見た町民税納付状況
I I 

円

,919千円

L 
45,940千

45,558千

46,889千

48,444千

" 58 h 

”59 " 

9 60， 

9 61 9 
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高
血
圧
な
ど
循
環
器
系
が
第

人
は
だ
れ
で
も
健
康
で
あ
り
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。
で
も
、
た
だ
願
っ

て
い
る
だ
け
で
は
健
康
を
保
つ
こ
と
は
で
ぎ
ま
せ
ん
。
自
分
が
健
康
で
あ
り

た
い
な
ら
、
「
自
分
で
守
る
」
し
か
な
い
の
で
す
。

「
自
分
は
、
元
気
じ

ゃ
け
ん
検
診
な
ん
か
受
け
ん
で
も
い
い

」
と
い

っ
て

検
診
を
受
け
な
い
人
が
い
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
な
人
に
限
っ
て
症
状
が
出
て

か
ら
検
査
を
受
け
た
ら
「
が
ん
」
で
、
す
で
に
手
遅
れ
に
な
っ
て
い
た
と

い
う
ケ
ー
ス
が
多
い
の
で
す
。
こ
う
な
ら
な
い
た
め
に
は
、
一
人
ひ
と
り
の

健
康
に
対
す
る
心
が
け
が
何
よ
り
も
大
切
な
の
で
す
。
肱
川
町
で
は
今
回
、

病
気
の
こ
と
や
医
療
費
の
状
況
を
町
民
の
皆
さ
ん
に
知
っ
て
も
ら
う
た
め

に
、
国
保
（
国
民
健
康
保
険
）
に
加
入
さ
れ
て
い
る
方
（
加
入
率
六
二
％
）

が
昭
和
六
十
年
五
月
か
ら
六
十
一
年
四
月
ま
で
の
一
年
間
に
医
療
機
関
で
受

診
さ
れ
た
疾
病
状
況
を
次
の
と
お
り
ま
と
め
ま
し
た
の
で
報
告
し
ま
す
。

医
療
費
総
額

三
億
五
千
三
百
四
十
万
円

受
診
件
数

一
万
六
千
八
十
四
件

受
診
者
総
額
で
み
た
、
医
療
費
総

額
は
三
億
五
千
三
百
四
十
万
円
で
延

一
万
六
千
八
十
四
件
が
医
療
機
関
に

か
か
ら
れ
て
い
ま
す
。
窓
口
で
支
払

う
金
額
は
、
国
保
で
は
三
割
だ
け
の

負
担
な
の
で
、
特
に
感
じ
ら
れ
な
い

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
全
額
で
見
る
と

と
、
巨
額
に
な
り
ま
す
。

そ
の
内
訳
は
、
〔
図
ー
〕
の
よ
う
に

医
療
費
順
で
は
、
①
循
環
器
系
（
ニ

医
療
費． 

病
気
の
多
く
な
る
四
十
歳
以
上

六
・
四
％
）
九
千
三
百
十
万
円
、
②

＇
消
化
器
系
(
-
六
・
三
％
）
五
千
七

百
四
十
五
万
円
、
③
新
生
物
〈
が
ん
〉

(

1

 

0
 ・
六
％
）

三
千
七
百
五
十
三

万
円
の
順
で
、
件
数
順
で
は
①
循
環

器
系
（
二
四
・

三
％
）
三
千
九
百
十

五
件
、
②
消
化
器
系
(
-
九
・

ニ
％）

三
千
九
十
件
、
③
呼
吸
器
系
(
-
五

•
五
％
）
二
千
四
百
九
十
八
件
の
順

と
な
っ
て
お
り
医
療
費
お
よ
び
、
受

診
件
数
と
も
循
環
器
系
が
最
も
高
く

な
っ
て
い
ま
す
。

一
方
、
一

件
当
り
の
医
療
費
を
み

る
と
、
①
新
生
物
（

二
十
万
円
）
、

②
精
神
障
害
（
七
万
五
千
円
）
、
③

件
数
と
も
に

神
経
．
感
覚
器
（
四
万
八

千
円
）
‘
①
惑
染
症
（
四

万
一
千
円
）
‘
⑤
損
傷
・

中
毒
（
三
万
九
千
円
）
、

⑥
泌
尿
•
生
殖
器
（
三
万

九
千
円
）
と
な

っ
て
お
り

悪
性
新
生
物
（
が
ん
）
の

医
療
費
が
い
か
に
高
額
に

な
る
か
が
わ
か
り
ま
す
。

七
十
歳
以
上
は
循
環
器
系

六
十
九
歳
以
下
で
は
消
化

器
系
疾
患
が
ト
ッ
プ

一
般
と
老
人
医
療
分
の

六
十
九
歳
以
下
と
七
十
歳

以
上
で
比
較
し
て
み
る
と

次
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

六
十
九
歳
以
下
の
医
療
費

総
額
は
、
約
二
億
円
、
七

十
歳
以
上
は
一
億
四
千
万

円
で
全
体
的
に
は
、
六
十

九
歳
以
下
の
方
が
医
療
費

は
高
く
な
っ
て
い
ま
す
が

人
口
割
か
ら
み
る
と
七
十

歳
以
上
の
方
が
、
高
く
な
っ

て
い
ま
す
。

（
六
頁
に
つ
づ
く
）

位

国保疾病統計

（図 1)I 国保レセプトの医療費と件数 _J 
（全体）

＝参考 ＝ 病類内訳
-------------------------------------------------------------------------

；新生物…·…•…• Cがん等（悪性新生物、良性 ； 

新生物）

［循環器系……… 0高血圧性（本態l'生高血圧症、 ［ 

高血圧性心疾患、高血圧性腎 ： 

疾患、二次性高血圧症他） i 
〇脳血管疾患（脳出血、脳梗 ！ 
塞他）

こ心疾症（冠硬化、冠不全、 ： 

狭心症他）

消化器系………胃十二指腸潰瘍、胃十二指腸炎 : 

虫垂炎、肝疾患、痔、口内炎、

便秘他

呼吸器系………感冒、気管支炎、肺炎、喘息、咽頭炎

精神障害………精神分裂病、神経症、躁うつ病

アルコール依存他

神経．感覚器…白内障、結膜炎、中耳炎、自律

神経障害、てんかん他
9. - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - • 
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（図 2) [ 69歳以下の医療費と件数］ 通 院
I 

I 70歳以上の医療費と件因

（万円） 2,000 1,000 

゜ ゜
1,000 2,000 （件数）

I I I | I | | I I | I I 

I : ~ I I I 

| I I | I | I | | 

2,722 

消 化
756 
526 

2,479 
1,1,67317 5 I 21,,49675 2 循 環

1,,21520 9 I 呼 吸 器

1,05479 1 
| 泌 尿・生殖器

1,80578 1 I 筋骨格系 翡g

97163 5 I 神経．感覚器 塩
,_ -

新 生 物

醤 口 皮 膚

損傷・中毒

154 月内分泌疾患

ー昇呼 湿 精神障害 巴竺杯呼
貧 血

感 染 症

妊娠・分娩

゜
先天異常 I

゜周産期［
I I | I I I | 

浮叶診断不明

I I I 
（万円） 2,000 1,000 

゜
l,000 2,000 （件数）

（図 3) I 69歳以下の医療費と件数 ！ 入院□ 70歳以上の医療費と件数］

（万円） 2,000 1,000 

゜ ゜
l,000 2,000 （万円）

I I I I I I I I I I I 
3,188 

2,041 循 環 器
130 78 

消 化 器 1,709 48 

2,0239 0 
I 新 生 物 1,3216 5 

唱 | 節骨格系 唱

1,2676 9 L 損傷・中毒 5220 1 

唱 神経．感覚器 423 
L 14 

感 染 症 噌

1,7992 4 I 
：精神障害 唱

1,1430 5 泌尿•生殖器

呼 吸 器

巴ぴ咋 5~ ~皮 膚 門□門令応g
内分泌疾患

貧 血

゜
妊娠・分娩 I

゜
先天異常 I

゜
/1i1 産期[

150 

診断ォく明 2f 

I I I I I I I I I I I I I I 
（件数） 100 50 

゜ ゜
50 100 （件数）
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（図4)
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年代別にみた通院状況

団 心ゞ四頭昌 (6)

70代

(34.6%) 

（図5) 年代別にみた入院状況

10代(1.4%)

70代

(45.2%) 

次
に
年
齢
別
の
、
医
療
費
と
件
数

の
関
係
を
み
る
と
、
通
院
で
は
〔
図

2
〕
の
よ
う
に
六
十
九
歳
以
下
で
は

①

消

化

器

②

呼

吸

器

③

循

環

器

の
順
で
、
医
療
機
関
に
か
か
っ
て
い

ま
す
が
、
七
十
歳
以
上
で
は
①
循

環
器
②
忍
肋
骨
格
系
③
神
経
．
感

覚
器
の
順
で
、
循
環
器
の
受
診
者
が

圧
倒
的
に
多
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

入
院
で
は
、
〔
図

3
〕
の
よ
う
に

六
十
九
歳
以
下
で
は
①
精
神
障
害

②
損
傷
・
中
毒
③
神
経
．
感
覚
器

の
順
に
多
く
、
七
十
歳
以
上
で
は
、

①

循

環

器

②

消

化

器

③

新

生

物

の
順
に
受
診
者
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
図
か
ら
も
、
新
生
物
（
が
ん

）
は
、
件
数
に
比
べ
、
医
療
費
が
、

高
額
に
な
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

最
後
に
、
年
代
別
の
通
院
と
入
院

の
状
況
を
〔
図

4
.
5
〕
で
比
較
し

て
み
る
と
次
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

通
院
に
お
い
て
も
、
入
院
に
お
い
て

も
、
ま
た
医
療
費
、
件
数
で
も
年
齢

が
高
く
な
る
に
つ
れ
て
、
高
く
な
っ

て
い
る
こ
と
が
よ
く
わ
か
り
ま
す
。

年
を
と
っ
て
病
気
に
な
ら
な
い
た
め

に
は
若
い
時
か
ら
の
健
康
管
理
が
大

切

今
回
は
、
町
の
国
保
レ
セ
プ
ト
に

よ
る
、

0
歳
以
上
の
疾
病
状
況
を
グ

ラ
フ
で
紹
介
し
て
み
ま
し
た
。

グ
ラ
フ
を
見
て
お
わ
か
り
の
よ
う

に
、
全
体
的
に
は
高
血
圧
な
ど
の
循

環
器
系
の
病
気
が
多
い
こ
と
、
年
齢

に
よ
っ
て
病
気
の
種
別
が
ち
が
う
こ

と、

40
歳
以
上
に
な
る
と
通
院
、
入

院
の
件
数
、
医
療
費
が
増
え
る
こ
と

が
ん
に
な
る
と
、
件
数
は
少
な
く
て

も
医
療
費
が
高
額
に
な
る
こ
と
な
ど

病
類
別
の
医
療
費
、
受
診
状
況
が
お

わ
か
り
い
た
だ
け
た
と
思
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
も
い
え
る
よ
う
に

40
歳
以
上
に
な
る
と
、
病
気
に
な
っ

て
通
院
や
入
院
す
る
こ
と
が
多
く
な

り
ま
す
。
で
す
か
ら
い
か
に
若
い
と

き
か
ら
の
健
康
づ
く
り
が
大
切
か
、

ま
た
年
一
回
の
検
診
を
受
け
る
こ
と

で

「が
ん
」
な
ど
の
病
気
を
早
く
発

見
し
、
治
療
す
る
こ
と
で
、
本
人
は

死
亡
す
る
こ
と
な
く
、
ま
た
医
療
費

面
で
も
少
な
く
て
す
み
ま
す
。
病
気

に
な
っ
て
か
ら
で
は
遅
す
ぎ
ま
す
。

『病
気
し
た
あ
と
に
で
る
知
恵
、

先
に
出
せ
』

町
民
の
み
な
さ
ん
、
今
か
ら
健
康

に
気
を
つ
け
て
、
病
人
の
い
な
い
明

る
い
家
庭
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

No.〈＊泊¥切っmL〉⑮
今
は
、
男
の
子
ら
し
く
わ
ん

ぱ
く
で
、
や
ん
ち
ゃ
坊
や
で
す
。

お
姉
ち
ゃ
ん
の
後
を
つ
い
て
、

遊
び
ま
わ
り
真
似
し
た
り
し
ま

す。
元
気
な
、
た
く
ま
し
い
子
供

に
育
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

お父さん

茂雄さん (39オ）

お母さん

文子さん (29オ）

片
岡
真
一
く
ん

2
オ
5
か
月
〔
中
居
谷
〕

昭
和

60
年

1
月

24
日
生

た
男
の
子
ら
し
い
子
に
育
っ
て

ほ
し
い
と
願
っ
て
い

ま
す。

ー
オ
8
か
月
離
れ
た
、
お
姉

ち
ゃ
ん
と
け
ん
か
し
て
は
、
泣

か
さ
れ
て
い
た
龍
馬
も
近
頃
で

は
、
反
対
に
泣
か
し
て
し
ま
う
ほ

ど
の
、
わ
ん
ぱ
く
ぶ
り
で
す
。

こ
の

ま
ま
、
優
し
い
心
を
持
っ

岡
田

り
ょ
う
ま

龍
馬
く
ん
〔
協

2
オ
5
か
月

昭
和

60
年

1
月
12
日
生

ゎ

ゎ

0
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（？）億廷虞 「＇▲ 回‘ニ 田‘‘以 ーニ1四如

運
転永 ‘安全はあなたが生むもの守るもの” め住

を

者年
の ‘ 中田さんら 7名が優良運転者

さみ

模無
すよ

として表彰範事 邑:
と故
な運彰のがさ全で市十 たど会・で県五全 十 通
つ転を功交れ協‘役九ま°が宣体開民月県 六環

〖喜 (1f9 塁直青扉夏且 fミ 尺言悶ド文二屡凹境
るい［ょ全川会交ホば五 れ決表、化十会入つ
優他たり推支が通 l大月 ま議・表会七は通＜
良の 。表進部催安ル i}|、I二 しな大彰館日、安り

◇
水
の
事
故
を
な
く
す
た
め
に

◎
保
護
者
の
方
に
お
願
い

一

幼
児
や
子
供
だ
け
で
「
川
や
海
に

行
か
な
い
」
よ
う
、
平
素
か
ら
よ
く

言
い
聞
か
せ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

ニ

短

時
間
の
用
事
で
外
出
す
る
と
き

で
も
、
幼
児
は
必
ず
連
れ
て
い
く
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

三

海
水
浴
や
川
で
水
遊
び
す
る
と
き

は
、
子
供
か
ら
絶
対
に
目
を
離
さ
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

運
転
者
と
し
て
、
こ
の
県
民
大
会
、

協
会
総
会
で
表
彰
さ
れ
た
方
は
次
の

と
お
り
で
す
。

◎
四
国
管
区
警
察
局
長
同
交
通
安

全
協
会
長
連
名
表
彰

優
良
運
転
者

中

田

勇

男

（

協

生

）

◎
愛
媛
県
警
察
本
部
長
・
愛
媛
県
交

通
安
全
協
会
長
連
名
表
彰

優
良
運
転
者

沖

浦

賢

嗣

（

中

居

谷

）

◎
大
洲
警
察
署
長
同
交
通
安
全
協

会
長
連
名
表
彰

交
通
安
全
優
良
支
部

肱
川
支
部

特
別
優
良
運
転
者
（
五
名
）

山
根
春
重
（
下
嵯
峨
谷
）

花

岡

保

正

（

汗

生

）

川

上

稔

（

下

鹿

野

川

）

樋

内

正

光

（

柳

）

後

藤

忠

（

大

平

）

◎
地
域
の
方
に
お
願
い

一

水
ぎ
わ
な
ど
、
危
険
な
場
所
で
遊

ん
で
い
る
子
供
を
見
か
け
た
と
ぎ
は
、

自
分
の
子
、
人
の
子
の
区
別
な
く
安

全
な
場
所
で
遊
ぶ
よ
う
に
、
注
意
し

て
や
り
ま
し
ょ
う
。

二

雨
あ
が
り
は
増
水
し
て
い
ま
す
。

危
険
な
場
所
で
遊
ん
で
い
る
子
供
た

ち
を
見
か
け
た
ら
、
す
す
ん
で
声
を

か
け
、
な
ぜ
危
い
か
を
教
え
て
、
安
全

な
場
所
で
遊
ぶ
よ
う
指
導
し
ま
し
ょ
つ
。

三

地
域
ぐ
る
み
で
危
険
な
箇
所
を
点

検
し
、
安
全
措
韻
を
講
ず
る
よ
う
努

め
ま
し
ょ
う
。

今
年
六
月
か
ら
、
昭
和
六
十
五
年

五
月
ま
で
の
三
年
間
、
肱
川
町
の
母

子
保
健
活
動
を
し
て
い
た
だ
く
、
母

子
保
健
推
進
員
の
七
名
の
方
を
紹
介

し
ま
す
。

主
に
、
下
表
の
受
持
ち
地
区
の
乳

幼
児
、
妊
産
婦
の
相
談
に
の
っ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
子
育
て
の
経
験
が
充

分
に
あ
る
方
々
で
す
の
で
、
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い

。

”
社
協
だ
よ
り
“

昭
和

62
年
度
肱
川
町
社
会
福
祉
協

議
会
代
議
員
会
は

35
名
の
出
席
を
得

て
、
肱
川
町
公
民
館
で
開
催
し
ま
し

た
。
会
で
は
、
基
本
的
な
目
標
を
定

め
重
点
活
動
を
次
の
と
お
り
と
し
、

町
民
あ
げ
て
、
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り

に
努
め
る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。

一
地
域
福
祉
、
在
宅
福
祉
活
動
の

推

進

二

専

門
部
会
活
動
の
推
進

三

低
所
得
世
帯
の
自
立
更
生
の
援
助

四

児

童

福

祉

活

動

の

強

化

推

進

五

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

活

動

の

推

進

六

心

配

ご

と

相

談

事

業

の

推

進

七

共

同

募

金

、
歳
末
た
す
け
あ

い

募
金
運
動
へ
の
協
力
強
化

八
福
祉
関
係
団
体
と
の
連
携
強
化

ま
た
、
大
本
町
教
育
長
か
ら
「
健
康

隣
組
の
歩
み

」

に
つ
い
て
記
念
講

演
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

母
子
保
健
推
進
員
を

ご
活
用
く
だ
さ
い

夏
に
な
り
、
気
温
も
高
く
な
る
と
、

冬
の
間
は
あ
ま
り
感
じ
な
か
っ
た
生

ゴ
ミ
の
匂
い
が
、
急
に
鼻
に
つ
い
た

り
、
小
バ
エ
が
わ
い
た
り
し
て
不
衛

生
に
な
り
が
ち
で
す
が
、
み
な
さ
ん

の
お
宅
で
は
ど
の
よ
う
な
処
理
の
仕

方
を
さ
れ
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。

そ
こ
で
今
月
は
、
便
利
な
生
ゴ
ミ

処
理
器
の
作
り
方
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

ま
ず
生
ゴ
ミ
な
ど
を
入
れ
る
大
き

な
ポ
リ
容
器
を
用
意
し
、
底
か
ら

10

セ
ン
チ
く
ら
い
の
所
を
ノ
コ
ギ
リ
で

切
り
落
と
し
ま
す
。
そ
し
て
畑
な
ど

に
そ
の
大
き
さ
の
穴
を
堀
り
、
上
部

を

20
セ
ン
チ
ほ
ど
出
し
て
埋
め
込
み

ま
す
。
そ
の
際
使
う
容
器
は
、
犬
や

ネ
コ
な
ど
に
荒
ら
さ
れ
な
い
よ
う
、

フ
タ
の
ぎ
ち
ん
と
締
ま
る
も
の
に
し

て
く
だ
さ
い

。

こ
れ
で
出
来
上
が
り

で
す
。
後
は
そ
の
中
に
生
ゴ
ミ
を
次

便
利
な

生
コ
ミ
処
理
器
の
利
用

母子保健推進員名簿

に々入れてください。フタをし

ているので、虫などもわきにく

く、匂いもフタを開けた時する

くらいで、ほとんどありません。

夏は三ヵ月、冬は六カ月あま

りで完全に堆肥化しますので、

いっぱいになったらそのまま引

き抜いて容器を別の場所に移し

てください。容器は女性の力で

も簡単に引き抜くことが出来ま

す。出来た堆肥はそのまま畑に

有効に利用してください。

匂いのきつい時やベチョベチョ

する時は、土や枯葉などを適宜に

入れてください。堆肥の質もよく

なり一石二鳥です。また、処理器

を二つ作っておくと合理的です。

一年間に一家庭から出るゴミ

は三トン以上といわれ、その中

でも生ゴミはかなりのウェート

を占めています。いいかげんな

処理をして不快な生活を送るよ

りも、ちょっとした手間で十二分

な活躍をし、コストもあまりか

からないこの生ゴミ処理器で、快

適な一年を過ごしてみて下さい。

塁［ 
贔畠 開腐： 美

氏

久 塁， 美 <、Cヽ 名子 末 子

下 上 白 大 毎----'--- 上 住

町 敷
鹿

森
野

水 JII 石 和 城 山 所

予 岩 鹿

i 
肱小 中 協

互全
ク口ミ 野 栄畑井 居 生

§ 
JI I 公ロ

地 山

讐 見 区 見栄北’’ ‘ 槌
忠又

の
越 ．． 八 持

畠 月 裔塁---'---塁ち
の ．． 
尾 中， 土山

地
野

-坦恐J - 区

五
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一農協のニュ—•00-Jl
定期積金

お子様の教育フラン（中学1年から積み立てた場合）

年目 | 4年目

J寡て受r,‘1

ュ＃！葺て

5年目

毎月2万円
5年コース

.. t逗及9h『iF,.閲叱｝1•'’’’’’’’’’’’’’’’l~毎月の

掛込額

20.000円

30,000円

40,000円

50,000円

1年目

お受取額

48.618円

72,928円

97.237円

12).547円

2 年 目

お受取額

98.380円

147,570円

196.760円

245,950円

彙利回りは0l°心を用し238％て•It真しています
事t,1回りは昭和62年5月l日現在です

詳し〈は農協の窓口で
おたずね〈ださい。

3 年 目

お受取額

149.283円

223.925円

298.567円

373.209円
門

県
下
農
協
貯
金
一
兆
円
必
達
松
山

地
区
大
会
が
去
る
四
月
二
十
四
日
に

開
催
さ
れ
、
す
で
に
夏
期
ボ
ー
ナ
ス

特
別
推
進
運
動
が
実
施
さ
れ
て
居
り

ま
す
。肱

川
農
協
で
も
、
夏
期
運
動
に
合

わ
し
定
期
積
金
を
中
心
に
実
施
を
し

て
お
り
ま
す
。
貯
め
る
よ
ろ
こ
び
と

使
っ
た
の
し
さ
を
セ

ッ
ト
し
た
、

ニ
ュ
ー

ク
ロ
バ
ー
定
期
積
金
、
ゆ
と
り
有
る

生
活
設
計
に
は
、
目
的
に
合
わ
せ
た

コ
ー
ス
を
お
選
び
頂
き
、
教
育
資
金
、

結
婚
資
金
、
マ
イ
カ
ー
購
入
資
金
、

住
宅
資
金
、
老
後
の
資
金
づ
く
り
に

ま
た
ど
う
し
て
も
、
ま
と
ま
っ
た
資

金
が
必
要
な
場
合
は
、
定
積
ロ

ー
ン

を
ご
利
用
頂
き
ま
す
と
、
融
資
手
続

も
簡
単
で
、
基
金
協
会
へ
の
債
務
保

証
に
加
入
す
る
事
に
よ

っ
て
保
証
人

も
必
要
と
し
ま
せ
ん
。

借
入
期
間
は
月

々
に
利
息
を
支
払

え
ば
、
元
金
は
満
期
日
償
還
と
な
っ

て
ら
く
に
返
済
が
出
来
ま
す
。

ま
た
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
発
行
申

込
み
の
受
付
も
行
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
カ
ー
ド
は
全
国
各
地
現
金
の
引

a国
国
国
『
お
図
逸
口
且
国

辺
に
国
国
辺
叫
臼
国
囚
国
且
国

I

実
施
中
—
_

出
し
が
出
来
る
よ
う
に
成
っ
て
お
り
、

遠
隔
地
に
て
現
金
が
必
要
な
場
合
は

こ
の
カ
ー
ド
を
ご
利
用
下
さ
い
。

各
職
員
が
部
落
を
ま
わ
り
あ
な
た

の
お
宅
へ
も
参
り
ま
す
の
で
是
非
共

ご
協
力
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

肱
川
農
協
の
六
月
末
貯
金
残
高
目

標
は
三
六
億
七

0
0
万
円
で
あ
り
、

尚
、
一
兆
円
必
達
肱
川
農
協
目
標
は

三
六
億
六
、
四

0
0
万
円
で
あ
り
ま

す
の
で
、
階
様
の
格
別
な
る
ご
協
力

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

IJ 
系

用

宜

金

定
｛

．
 

高

t
 

単簡

鸞を

t
続二[

-[：

lll
て

手

ニ

ニ

農
協
は
、
ど
な
た
で
も
ご
利
用
で
き
ま
す
。

身
近
な
金
融
機
関
と
し
て
お
気
軽
に
こ
利
用
く
だ
さ
い
。

膿協の期日指定定期貯金

農協の期日指定定期貯金は、 一般の金社機関より利率を

0.1％高くお預りしておりますので、大変有利です。
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五
月
十
九
日
、
酪
農
家
お
よ
び
関

係
機
関
六

0
名
が
一
同
に
集
い
、
一

年
間
に
病
気
、
事
故
等
に
よ
っ
て
不

幸
に
し
て
逝
っ
た
牛
の
霊
を
供
養
す

る
と
共
に
、
現
在
繋
養
し
て
い
る
牛

が
元
気
で
活
躍
し
て
く
れ
る
こ
と
を

願
っ
た
。
子
牛
は
生
ま
れ
た
と
き
か

ら
人
の
手
に
よ
っ
て
育
て
ら
れ
、
酪

農
家
に
お
い
て
は
、
愛
情
を
込
め
て

育
て
た
牛
だ
け
に
、
不
幸
に
し
て
逝
っ

た
牛
を
想
い
出
し
、
悲
し
み
も
ひ
と

し
お
の
念
に
か
ら
れ
慰
霊
碑
に
深

々

と
頭
を
下
げ
て
い
る
姿
が
見
ら
れ
た
。

農
業
全
般
に
価
格
低
迷
が
続
い
て
い

る
が
、
酪
農
に
つ
い
て
も
消
費
の
伸

畜

魂

慰

霊

び
悩
み
、
牛
乳
成
分
の
引
き
上
げ
に

よ
る
価
格
安
と
、
米
の
減
反
と
同
様

に
各
戸
が
年
間
に
出
荷
す
る
牛
乳
量

を
制
限
さ
れ
る
情
況
に
あ
る
。
育
て

る
喜
び
は
、
農
業
と
教
育
に
あ
る
と

言
わ
れ
る
が
、
農
業
の
中
で
も
生
き

物
を
育
て
る
の
は
作
物
以
上
の
喜
び

が
あ
る
の
で
は
。
そ
の
家
畜
の
今
後

の
無
事
を
祈
る
と
共
に
末
永
く
私
達

の
生
活
の
糧
と
な
っ
て
く
れ
る
こ
と

を
祈
っ
た
。
午
後
は
霊
の
慰
め
と
、

各
関
係
議
関
の
日
頃
お
世
話
に
な
っ

て
い
る
労
に
対
し
て
、
夫
婦
同
伴
に

よ
っ
て
懇
親
会
を
開
催
し
た
。

祭

開

催

肱
川
農
協
で
は
各

種
年
金
の
受
取
り
を

現
在
一
七
八
件
受
取

ら
れ
て
い
ま
す
。
農

協
の
自
動
受
取
り
に

さ
れ
ま
す
と
支
給
日
に

差
し
つ
か
え
が
あ
っ

て
出
て
こ
れ
な
く
て

も
自
動
的
に
個
人
の

貯
金
口
座
へ
振
込
ま

れ
ま
す
の
で
、
ど
う

か
受
取
り
は
農
協
へ

と
ご
指
定
下
さ
い
。

◎
手
続
き
は
カ
ン
タ

ン
で
す
。

初
め
て
年
金
を
受

け
ら
れ
る
方
は
…

●
裁
定
請
求
書
を
各

年
金
制
度
の
取
扱

窓
口
に
ご
提
出
＜

だ
さ
い
。

•
そ
の
際
、
裁
定
請

求
書
の
支
払
金
融

機
関
に
（
（
農
協
》

と
ご
指
定
く
だ
さ
い
。

●
裁
定
請
求
書
の
支
払
金
融
機
関
の

欄
に
は
《
農
協
の
口
座
確
認
印
）
）

が
必
要
で
す
の
で
、
窓
口
に
お
申

し
付
け
下
さ
い
。

お
受
取
り
の
金
融
機
関
を
《
農
協
》

に
変
更
さ
れ
る
方
は
…

●
支
払
金
融
機
関
変
更
届
等
の
支
払

金
融
機
関
の
欄
に
（
（
農
協
》
と
ご

指
定
下
さ
い
。

●
変
更
の
手
続
き
は
、
窓
口
に
お
申

し
付
け
く
だ
さ
い
。

◎

農
協
を
こ
利
用
い
た
だ
く
と
…

農協 の年金 自 動受取 り

一
、
迅
速
で
す
。

支
払
と
同
時
に
振
り
込
ま
れ
ま

す
の
で
、
そ
の
日
か
ら
い
つ
で
も

都
合
の
よ
い
日
に
お
受
取
に
な
れ

ま
す
。

二
、
便
利
で
す
。

年
金
は
毎
回
自
動
的
に
あ
な
た

の
口
座
に
入
金
さ
れ
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ

カ
ー
ド
で
お
引
出
し
で
き
ま
す
。

年
金
証
書
や
支
払
通
知
書
を
お
持

ち
い
た
だ
く
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

三
、
安
全
で
す
。

自
勤
受
取
り
で
す
か
ら

．「支
払

通
知
書
」
の
未
着
や
紛
失
な
ど
の

心
配
が
あ
り
ま
せ
ん
。

四
、
便
利
で
す
。

振
込
ま
れ
た
そ
の
日
か
ら
お
利

息
が
つ
き
ま
す
の
で
、
お
金
に
ム

ダ
が
あ
り
ま
せ
ん
。

◎
主
な
年
金
の
取
扱
い
窓
口

国
民
年
金
の
み
加
入
の
方

市
町
村
役
場

船
員
保
険
の
み
加
入
の
方

社
会
保
険
事
務
所

二
つ
以
上
の
年
金
に
加
入
の
方

社
会
保
険
事
務
所

厚
生
年
金
の
み
加
入
の
方

社
会
保
険
事
務
所

共
済
組
合
年
金
の
み
加
入
の
方

各
職
場
の
厚
生
担
当

労
災
年
金
を
受
取
る
方

労
働
基
準
監
督
署

一枚のきっぷから旅のふれあいが・・

ひとり、ふたり、大勢の

どんな旅でもお気軽にご相談ください。

（航空券の取扱いもいたしております）

肱川農協観光課 (TEL0893-34-2321) 

農
協
の
給
油
所
で
は
、
農
繁
期
の

間
、
朝
八
時
か
ら
営
業
を
す
る
こ
と

に
致
し
ま
し
た
の
で
、
農
機
具
等
の

ガ
ソ
リ
ン
そ
の
他
、
油
の
お
買
い
求

め
は
農
協
給
油
所
に
て
ご
利
用
下
さ

、。し
農
協
ス
タ
ン
ド
朝
八
時
よ
り
営
業

お
し
ら
せ



領 aOO涎姦虹 四嶽~ (10) 

r -------------------—--—--------------------------------------~ i ~ - ! 

l ----I嘔囀― ーニ竺二＇
. t 

！ 

｝ 椎茸市況． i 
i 優良材生産は直材づくりから！ 椎茸生産はクヌギ林造成から．， I i ・---. ~ -,---~. ~. ---- .  ~ -. _,_ ---.... -. -- -- ~ 

i.c -------,  ~ 
i I . 1-5£ A A'J lnl-;ac; ~lJ'fnc:01.+ c; B 07 1:1 I I ft'EJ I flBTftttffli%~*~~ I ~ 
！ 肱川土場木材相場表

第 443回市昭和62年 5月27日 i肱川町森林組合乾推渭栢暉表 I i 
！ 県森連市より （単位オ当り ：円） 1. 市売日…昭和62年 5月26日 i 
i 1. 販 売 数 盆・・74ケース1, 378. 0kg ~ 
！ ス ギ ヒノキ 1. 数 呈 内 容 及 び 平 均 単 価

長さ未口径 マツその他
！ 

I 4mi；喜：／l本三： ：言マ本本力｝／／i[隠ii:：］：：3: 1：旦I価〗：I 卜：／： I〗：： I柄コ：□ I そ:/：11 | 
11 cm上 221 101 571 25 パ リ材 ！ 

f 13 m ぼ m（三） 57 23 157 57 18cm上 47 材 （松・杉・桧） 大 厚 ー ドンコ小 3. 7 0 0 ! 
！ ぼ mは） 66 38 184 117 24crnJ..: 55 未口 3~ 6cm 中厚上 ． 特用大葉 6.8 8 0 ! 
! 18cm上 50 - 159 - 30cm上 61 長さ 2m 中厚並 8. 0 8 0 大バレ 3. 4 9 0 

7 cm下本 7本一本 7本一
！ 

! 2 m  8 cm l.: l5 
71 

81 151 8 小 厚 4. 5 5 0 特用中葉 6. 0 4 0 ! 
t 16cm上 25 15 49 31 13cm上 31 松 ハリ材 大ウス 7. 8 8 0 中バレ 3. 5 7 0 ! 
f I 130cm 1-1 sol -I 1101 -l30cml'.3ll16cm-22cm........... -、......=,  - ！ 

12cm（二） 73 215 3 m57円
6 m 

l:Xm国 110 295 4 m57円

特選
13:m（二） 102 250 5 m78円

13:mげt) 236 515 6 m85円

足場 lm当り 25- 140円 尺当り 8~ 42円 ー等材

備考 好杉調・続桧1け2cるm下檜材材は・弱柱気・配中目
6m材強保合。

中ツ人」 特 ,Ff.} -'Jヽ 莱 4. 乙 4 U 

中ウス並 5, 3 0 0 Ij、バレ 3, 2 6 0 小ウ
ス 4. 4 6 0 

変形大
3, 9 5 0 

ジャミウス 3, 4 3 0 変形 1Jヽ ' 3. 7 6 0 

ドンコ大 8. 0 9 0 色 落 ； 3. 1 0 0 

ドンコ中 5. 2 5 0 
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一

ロ

最
近
は
異
常
気
象
と
壌
が
よ
い
か
と
い
い
ま
す
と
、
団
粒

い
っ
た
言
葉
も
毎
年
の
構
造
の
発
達
し
た
土
壌
が
よ
い
と
さ

よ
う
に
聞
く
よ
う
に
な
れ
て
お
り
、
砂
土
や
、
屋
根
筋
な
ど

り
ま
し
た
が
、
こ
の
ニ
・
で
水
を
は
じ
く
土
壌
で
は
被
害
が
出

三
年
続
い
た
春
先
の
雪
や
す
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

害
等
、
森
林
被
害
も
多
土
壌
が
良
く
て
も
、
、
浅
い
と
こ
ろ

く

な

っ

て

き

て

お

り

ま

で

は

一

0
年
生
の
頃
か
ら
被
害
が
出

す
。
夏
場
に
発
生
す
る
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

干
害
も
こ
こ
五
年
間
、

③
根
の
条
件

愛
媛
県
で
は
毎
年
五

0

土
壌
中
の
水
分
は
根
で
吸
収
す
る

ha
ほ

ど

発

生

し

て

お

の

で

す

が

、

根

の

中

で

一

番

良

く

水

り
ま
す
。
今
月
は
こ
の
を
吸
う
の
は
、
根
端
よ
り
少
し
上
の

干
害
の
お
話
し
を
し
た
や
や
古
く
な
っ
た
白
根
で
す
。
山
出

い

と

思

い

ま

す

。

し

苗

の

白

根

部

分

は

大

気

中

に

さ

ら

一
、
干
害
の
発
生
の
条
さ
れ
る
と
白
根
は
ほ
と
ん
ど
枯
れ
て

件

し

ま

い

、

植

栽

後

は

、

白

根

が

出

る

①
降
雨

の

条

件

ま

で

木

質

化

し

た

根

よ

り

水

を

吸

う

当
た
り
前
で
す
が
、
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
取
り
扱
い
に

干
害
は
一
番
に
雨
が
は
注
意
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

降
ら
な
い
た
め
に
起

④
蒸
散
の
条
件

こ

り

ま

す

。

で

は

ど

根

か

ら

吸

収

さ

れ

た

水

は

葉

の

表

の
く
ら
い
降
ら
な
い
面
か
ら
蒸
散
し
て
い
く
の
で
す
が
、

と
被
害
が
出
る
か
と
蒸
散
量
は
日
射
量
や
、
空
中
湿
度
、

い
い
ま
す
と
、
一
般
風
な
ど
に
よ
っ
て
変
化
し
ま
す
が
、

に
春
・
夏
期
で
は
三
吸
水
と
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
た
と
き

0
日
以
上
、
冬
期
で
に
被
害
が
出
ま
す
。

は
四

0
日
以
上
と
い
二
、
干
害
発
生
時
期
、
林
齢
、
場
所

わ
れ
て
お
り
ま
す
。
干
害
の
発
生
は
、

6
月
ま
で
に
現
わ

②
土

壌

の

条

件

れ

る

も

の

と

、

八

1
九
月
頃
に
現
わ
れ

土
壌
は
降
っ
た
雨
る
も
の
が
あ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
春
型
干

を
蓄
え
て
木
に
渡
す
害
、
夏
型
干
害
と
言
っ
て
お
り
ま
す
が
、

役
割
を
し
て
お
り
ま
四
国
で
は
お
も
に
夏
型
干
害
が
多
く
現

す
。
ど
う
い

っ
た
土
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
発
生
林
齢
は
根
系

の
発
達
し
て
い
な
い
若
齢
木
に
多
く
、

特
に
活
着
不
十
分
な
植
栽
当
年
木
に
多

く
見
ら
れ
ま
す
。
発
生
し
や
す
い
場
所

と
し
て
は
、
土
層
の
保
水
能
の
小
さ
く
、

乾
燥
時
に
地
下
水
位
が
著
し
く
低
下
す

る
、
水
分
の
蒸
散
・
蒸
発
の
激
し
い
地

形
で
あ
り
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
傾
斜

が
二

0
度
以
上
で
急
峻
な
箇
所
ほ
ど
多

く
、
南
ー
西
向
き
斜
面
に
発
生
し
や
す

い
。
ま
た
、
皆
伐
し
全
幹
集
材
し
た
跡

地
の
、
地
ご
し
ら
え
棚
の
な
い
保
護
樹

や
日
影
に
な
る
前
生
樹
が
残
っ
て
い
な

い
造
林
地
な
ど
も
発
生
し
や
す
い
。

三
、
干
害
防
止
対
策

干
害
は
主
に
若
齢
木
に
発
生
し
や
す

い
で
す
か
ら
、
干
害
に
強
い
苗
で
、
い

わ
ゆ
る
立
派
な
苗
を
丁
寧
に
取
り
扱
っ

て
、
天
候
等
を
見
込
ん
で
や
は
り
丁
寧

に
土
壌
が
む
き
出
し
に
な
ら
な
い
よ
う

に
植
栽
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま

た
、
保
護
木
、
保
護
樹
帯
な
ど
は
風
を

や
わ
ら
げ
、
日
陰
を
作
り
ま
す
の
で
効

果
が
あ
り
ま
す
。
今
年
も
下
刈
り
を
す

る
時
期
に
な

っ
て
き
ま
し
た
が
、
雨
の

少
な
い
年
は
早
目
に
下
刈
り
し
て
、
下

草
に
よ
る
水
分
の
蒸
散
を
押
え
る
と
と

も
に
、
刈
っ
た
草
で
林
地
を
覆
う
よ
う

に
す
る
と
効
果
が
あ
り
ま
す
。

林

改

金

本
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夏
秋
き
ゅ
う
り
の
病
害
虫
防
除

今
年
の
病
害
発
生
状
況
は
、
天
候
に

も
恵
ま
れ
た
関
係
も
あ
っ
て
、
例
年
に

比
較
し
て
発
生
は
い
ま
の
と
こ
ろ
少
な

、。し
し
か
し
、
梅
雨
入
り
に
よ
っ
て
湿
度

が
高
く
な
っ
た
り
、
収
穫
最
盛
期
に
よ

る
草
勢
の
成
り
疲
れ
等
に
よ
っ
て
、
病

害
の
発
生
は
多
く
な
り
ま
す
か
ら
早
期

発
見
と
早
期
防
除
に
努
め
て
下
さ
い
。

主
な
病
害
虫
は
次
の
通
り
で
す
。

①

細

菌

班

点

病

こ
の
病
害
の
発
生
兆
候
は
穿
孔
す
る

も
の
、
水
浸
状
の
も
の
、
ふ
ち
ぐ
さ
れ

（
ベ
ト
病
と
同
型
）
な
ど
種
類
は
多
い
。

（
六
種
類
以
上
も
あ
る
）

ふ
ち
ぐ
さ
れ
は
、
ベ
ト
病
と
判
別
す

る
の
が
困
難
な
場
合
が
あ
る
。

②

ベ

ト

病

ベ
ト
病
は
草
勢
の
衰
弱
し
た
場
合
に

多
発
す
る
。
し
か
し
、
夏
き
ゅ
う
り
の

本
葉
二
l
-
―
―
枚
の
場
合
は
必
ず
発
生
す

る
。
（
成
長
と
栄
養
の
不
調
）

成
り
疲
れ
に
と
も
な
っ
て
発
生
す
る

場
合
が
あ
る
の
で
、
追
肥
と
防
除
を
兼

ね
て
防
除
す
る
こ
と
。

③

ウ

ド

ン

コ

病

ウ
ド
ン
コ
病
は
早
期
防
除
を
し
な
い

と
防
除
が
困
難
と
な
る
の
で
、
早
期
発

見
に
つ
と
め
る
。

④

ウ

リ

ハ

ム

シ

i玲・・，=，.・ ・皇9• .・9 

t 

六
月
！
七
月
に
発
生
す
る
の
で
、
デ
ィ

。
フ
テ
レ
ッ
ク
ス
乳
剤
八
百
倍
液
を
散
布

す
る
。⑤

ミ
ナ
ミ
キ
イ
ロ
ア
ザ
ミ
ウ
マ

多
発
生
の
恐
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
十

分
注
意
し
て
下
さ
い
。

水
稲
の
害
虫
防
除

イ
ネ
ミ
ズ
ゾ
ウ
ム
シ

イ
ネ
ミ
ズ
ゾ
ウ
ム
シ
の
発
生
は
、
年
々

増
加
の
傾
向
に
あ
り
、
本
年
も
水
苗
代

で
被
害
が
目
立
っ
た
。

本
田
植
付
け
後
の
被
害
は
、
生
育
む

ら
が
で
き
る
の
で
、
日
数
が
経
過
し
て

も
分
け
つ
せ
ず
、
生
育
む
ら
が
で
き
た

ら
、
土
を
つ
け
た
ま
ま
水
稲
の
株
を
抜

き
と
り
、
バ
ケ
ツ
に
水
を
入
れ
て
洗
っ

て
み
る
と
、
幼
虫
が
水
面
に
浮
い
た
り
、

土
蛹
が
根
に
付
着
し
て
い
る
の
で
調
べ

て
み
ま
し
ょ
う
。

防
除
法
は
、
育
苗
箱
に
フ
ジ
ワ
ン
カ

ヤ
ホ
ス
粒
剤
を
施
用
し
た
場
合
は
、
田

植
後
十
五
ー
ニ
五
日
に
、
手
植
で
防
除

を
行
っ
て
い
な
い
場
合
は
田
植
後
五
日

と
二
十
日
後
頃
に
バ
サ
ジ
ッ
ト
粒
剤
を

十
ア
ー
ル
当
た
り
四
kg
を
施
用
す
る
。

発
生
密
度
を
下
げ
、
来
年
の
被
害
を
少

ベ
す
る
た
め
に
も
、
防
除
し
ま
し
ょ
う
。

二
、
ツ
マ
グ
ロ
ヨ
コ
バ
イ

ツ
マ
グ
ロ

ヨ
コ

バ
イ
は
、
萎
縮
病
の

発
生
の
要
因
と
な
り
ま
す
の
で
、
防
除

し
ま
し
ょ
う
。

防
除
農
薬
は
、
カ
ヤ
ホ
ス
ナ
ッ
ク
粉

D

L
を
3
ー
4
k
g
を
畦
畔
に
も
散
布
す

る。
カ
ヤ
ホ
ス
ナ
ッ
ク
剤
は
桑
圏
や
蚕
室

の
近
く
で
は
使
用
し
な
い
。

今
後
農
薬
を
使
用
す
る
こ
と
が
多
く

な
り
ま
す
の
で
、
農
薬
散
布
、
農
薬
の

保
管
、
廃
液
の
処
理
な
ど
の
取
扱
い
に

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

黒
大
豆
の
栽
倍

一
、
黒
大
豆
の
定
植

黒
大
豆
が
、
第
一
本
数
が
見
え
は
じ

め
て
か
ら
展
開
時
の
苗
を
植
付
け
る
。

植
付
間
隔
は
、
畦
巾
―
•
五
1
-

．

六

m
、
条
問
八
十

cmx
株
問
五
十

em
の

二
条
千
鳥
植
に
す
る
。

植
付
け
法
は
、
棒
で
穴
を
あ
け
、
倒

伏
を
防
ぐ
た
め
に
子
葉
ま
で
深
植
え
す

゜

ニi旦戸

二
、
土
よ
せ

①
根
系
の
発
達
②
倒
伏
防
止
③
雑
草

の
抑
圧
な
ど
の
た
め
に
、
土
よ
せ
を
二

回
行
う
。

第
一
回
目
は
、
第
三
葉
展
開
時
に
初

生
葉
ま
で
土
を
よ
せ
る
。

第
二
回
目
は
、
摘
芯
後
第
一
本
葉
ま

で
土
よ
せ
を
す
る
。
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栗

カ
ツ
ラ
マ
ル
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ

幼
虫
は
六
月
中
旬
か
ら
七
月
中
旬
、

八
月
下
旬
か
ら
十
月
中
旬
の
年
二
回
発

生
し
ま
す
。
防
除
と
し
て
は
、
冬
の
マ

シ
ン
油
乳
剤
の
散
布
と
あ
わ
せ
て
、
幼

虫
発
生
の
終
期
に
薬
剤
散
布
を
行

っ
て

下
さ
い
。
農
薬
は
、
七
月
中
旬
に
ス
プ

ラ
サ
イ
ド
乳
剤
の
一
、
五

0
0
倍
液
を

幹
、
枝
に
よ
く
か
か
る
よ
う
ス
ポ
ッ
ト

的
で
よ
い
で
す
か
ら
行
っ
て
下
さ
い
。

ク
リ
イ
ガ
ア
ブ
ラ
ム
シ

第
一
回
目
の
防
除
と
し
て
六
月
下
旬

に
、
エ
ル
サ
ン
粉
剤
を
十

a
当
た
り
六

l
+
k
g
か
、
エ
ル
サ
ン
乳
剤
の
一
、

0

0
0
倍
液
を
散
布
し
て
下
さ
い
。
多
発

し
ま
す
と
幼
果
時
に
落
果
し
た
り
、
若

ハ
ゼ
と
な
っ
て
思
わ
ぬ
減
収
と
な
り
ま

す
の
で
注
意
し
て
下
さ
い
。

実
た
ん
そ
病

防
除
と
し
て
七
！
八
月
に
二
！
三
回
、

ベ
ン
レ

ー
ト
水
和
剤
の
二
、

0
0
0
倍

液
を
散
布
す
る
と
効
果
が
あ
り
ま
す
。

夏

肥
六
月
中
ー
下
旬
に
肥
料
切
れ
を
お
こ

す
と
生
理
落
果
が
多
く
な
っ
た
り
、
新

梢
の
伸
び
が
劣
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
ま
だ
施
用
し
て
い
な
い
と
こ
ろ
で

は
、
十

a
当
た
り
四
十
kg
愛
媛
く
り
肥

料
を
施
用
し
て
下
さ
い
。

栄

2
（木）

13
（月

22
（水）

小

薮

．

汗

生

6
（月）

20
（月）

予
子
林
・
大
駄
場

7
（火）

24
（金）

正

山

・

中

居

谷

10
（金）

25
（土）

岩

谷

・

月

野

尾

15
（水）

30
（木）

中
津
・
小
倉
1
7
（
金
）

大

谷
・
肱

7
月
L
Pガ
ス

配
達
予
定
日

7
月
10
日
（
金
）
小
薮
・
岩
谷
地
区

7
月
24
日
（
金
）
宇
和
川
方
面

7
月
醤
油
配
達
予
定
日

7
月
1
日
（
水
）
中
津
・
予
子
林

7
月
2
日
（
木
）
宇
和
川
南

7
月
7
日
（
火
）
宇
和
川
北

7
月
8
日

（

水

）

岩

谷

7
月
9
日

（

木

）

大

谷

7
月
1
4
日
（
火
）
月
野
尾
・
小
薮

7
月
15
日
（
水
）
中
津
・
予
子
林

7
月
16
日
（
木
）
宇
和
川
南

7
月
21
日
（
火
）
宇
和
川
北

7
月
22
日

（

水

）

岩

谷

7
月
23
日

（

木

）

大

谷

7
月
28
日
（
火
）
月
野
尾
・
小
薮

7
月
29
日
（
水
）
中
津
・
予
子
林

7
月
30
日
（
木
）
宇
和
川
南
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机
に
絵
本
を
広
げ
て
、
お
母
さ
ん
が

か
わ
い
い
子
供
さ
ん
に
話
し
か
け
て
い

ま
す
。
あ
る
朝
の
図
書
室
で
は
ほ
ほ
え

ま
し
い
風
景
が
見
ら
れ
ま
す
。

午
後
に
な
る
と
、
幼
稚
園
生
と
小
学

生
の
一
団
が
ド
ヤ
ド
ヤ
ド
ヤ
。
宿
題
を

片
づ
け
て

「今
日
は
何
を
借
り
て
帰
ろ

う
か
な
。
」

一
日
中
、
熱
心
に
調
べ
も
の
を
さ
れ

て
る
壮
年
の
方
も
あ
り
ま
す
。

夕
方
に
は
、
中
学
生
や
高
校
生
、
勤

め
帰
り
の
人
た
ち
が
立
ち
寄
っ
て
、
借

り
て
い
た
本
を
返
し
た
り
、
ま
た
借
り

た
り
。こ

の
よ
う
な
情
景
が
、
公
民
館
の
図

書
室
の
毎
日
の
姿
で
す
。

公
民
館
に
は
い
ろ
ん
な
分
野
の
本
が

一
万
五
千
冊
も
並
べ
て
あ
り
、

町
民
の

み
な
さ
ん
の
読
書
熱
に
応
え
る
よ
う
努

力
し
て
い
ま
す
。

又
、
い
つ
も
鹿
野
川

へ
出
ら
れ
な
い

方
の
た
め
に
は
、
各
分
館
（
大
谷
分
館

は
簡
易
郵
便
局
）
へ
の
配
本
、
希
望
部

落
（
中
居
谷
・
敷
水
・
下
小
薮
・
師
走

野
•
森
）
・
事
業
所
（
保
養
セ
ン
タ
ー

・

肱
川
建
設
・
上
田
建
設
・
鹿
野
川
被
服
）

へ
の
配
本
等
、
身
近
な
所
で
本
に
親
し

ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
配
慮
し
て
い
ま

す
。
ご
希
望
が
あ
れ
ば
公
民
館
へ
ご
連

こ

産業25冊0.9%

語学25冊1%

哲学66冊2.6%

文学

S61．種類別貸出し状況
（ ）の数字は図書館利用者

1,865冊

72.5% 
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55,000人が公罠鶴へ．I

一昭和61年度公民館利用状況一

絡
下
さ
い
。

忙
し
い
毎
日
で
す
が
、
忙
し
い
毎
日

だ
か
ら
こ
そ
、
心
に
少
し
の
ゆ
と
り
、

や
す
ら
ぎ
を
持
ち
た
い
と
思
い
ま
す
。

読
書
を
通
し
て
…

次
の
グ
ラ
フ
は
昭
和
六
十
一
年
度
の

図
書
室
の
図
書
貸
出
し
状
況
で
す
。

み
な
さ
ん
、
一
人
一
人
で
分
折
し
て

み
て
下
い
。

今
、
公
民
館
で
は
、
図
書
の
リ
ク
エ

ス
ト
カ
ー
ド
を
図
書
室
に
お
い
て
お
り

ま
す
。
ご
希
望
の
図
書
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
自
由
に
ご
記
入
下
さ
い
。

さ
て
、
あ
な
た
は
昨
年
、
何
冊
本
を

読
ま
れ
ま
し
た
か
。

町
民
の
み
な
さ
ん

の
学
習
を
助
け
る
中

核
的
施
設
と
し
て
の

役
割
り
を
持
つ
公
民

館
で
す
が
、
年
間
を

通
し
て
様
々
な
活
動

を
し
て
い
ま
す
。

又
、
情
報
セ
ン
ダ
ー

と
し
て
、
集
会
や
研

修
の
施
設
と
し
て
み

な
さ
ん
か
ら
利
用
さ

れ
て
い
ま
す
。

こ
の
程
、
昭
和
六

十
一
年
度
の
公
民
館
利
用
状
況
が
ま
と

ま
り
ま
し
た
。

図
書
室
や
談
話
室
等
の
個
人
利
用
が

全
体
の
四
分
の
一
を
占
め
て
お
り
、
文

化
サ
ー
ク
ル
活
動
も
多
い
よ
う
で
す
。

又、

町
内
に
集
会
の
施
設
が
少
い
こ

と
も
あ
り
、
い
ろ
い
ろ
な
団
体
か
ら
有

S 61公民館団体別利用状況

効
に
利
用
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

現
在
、
三
、
七

0
0
人
余
り
の
人
口

を
考
え
ま
す
と
、
一
人
が
約
十
回
利
用

し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

公
民
館
は
こ
れ
か
ら
も
、

町
民
の
み

な
さ
ん
に
と
っ
て
利
用
し
や
す
い
施
設

と
し
て
い
く
た
め
、
設
備
の
充
実
、
明

る
い
親
し
み
や
す
い
ム

ー
ド
づ
く
り
を

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
日
も
図
書
室
で
は

ずらり112点を展示・・・

今
、
公
民
館
の
通
路
や
ロ
ビ

ー
で、

肱
川
流
域
を
中
心
と
し
た
植
物
の
写
真

展
を
開
い
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
中
野
小
学
校
の
教
頭
先
生

（
土
居
泰
正
教
頭
）
が
昭
和
三
十
八
年

頃
か
ら
肱
川
流
域
や
小
田
、
美
川
等
の

珍
ら
し
い
植
物
を
写
真
に
撮
影
さ
れ
て

き
た
も
の
で
す
。

大
洲
市
の
博
物
館
に
寄
贈
さ
れ
て
い

た
も
の
で
す
が
、
こ
の
ほ
ど
大
洲
市
の

博
物
館
か
ら
、
公
民
館
が
借
り
受
け
て

展
示
し
て
い
る
も
の
で
す
。

全
部
で
百
十
二
点
を
展
示
し
て
い
ま

す
が
、
説
明
も
つ
け
て
い
た
だ
い
て
お

り
、
わ
か
り
や
す
く
興
味
を
持
っ
て
見

学
で
き
ま
す
。

子
供
達
か
ら
高
齢
者
の
方
ま
で
、
鹿

野
川
へ
出
か
け
ら
れ
た
ら
、
ち
ょ
っ
と

公
民
館
ま
で
足
を
運
ん
で
み
て
下
さ
い
。

展
示
の
期
間
は
七
月
三
十
一
日
ま
で

の
予
定
で
す
。

肱
川
流
域
を
中
心
と

し
た
植
物
写
真
展
／
．
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‘‘だいばん”に抱かれて...

肱
川
町
に
は
、

愛
媛
県
指
定
の
無

形
文
化
財
が
あ
り

ま
す
。
大
谷
文
楽

と
鎮
縄
神
楽
で
す
。

毎
年
町
内
の
各

地
区
を
ま
わ
っ
て
、

文
化
財
の
保
存
や

伝
承
に
つ
い
て
の

理
解
を
深
め
、
合

せ
て
ふ
る
里
の
誇

る
指
定
文
化
財
に

ふ
れ
て
い
た
だ
こ

う
と
町
内
で
公
演

を
重
ね
て
お
り
ま

す。
鎮
縄
神
楽
は
、

五
月
三
十
日
に
正

山
小
学
校
で
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
午
後
一
時
―
―

-
0
分
か
ら
は

じ
ま
り
ま
し
た
。
正
山
小
学
校
の
児
童

と
先
生
方
、
分
館
の
役
員
さ
ん
、
老
人

ク
ラ
ブ
の
方
々
の
参
加
が
あ
り
、
盛
大

な
神
楽
公
演
と
な
り
ま
し
た
。

ー ‘だいばんや大蛇退治”に大喜び

====c＠⑲袈⑮⑩＠測＝

ま
ず
、
勧
請
と
い
っ
て
天
に
お
ら
れ

る
神
様
を
お
迎
え
す
る
儀
式
か
ら
は
じ

し
て
ん

ま
り
ま
し
た
。
四
殿
の
舞
で
は
、
四
方

の
神
様
の
息
も
ピ
タ
リ
の
舞
に
感
心
し
、

盆
の
舞
で
は
、
見
事
な
盆
の
演
技
に
見

と
れ
て
い
ま
し
た
。
子
供
達
が
一
番
喜

ん
で
い
た
の
は
、
“
だ
い
ば
ん
”
の
出

番
の
時
で
す
。
“
だ
い
ば
ん
”
に
抱
か

れ
て
は
大
喜
び
す
る
子
供
や
、
“
だ
い

ば
ん
”
の
面
を
見
た
だ
け
で
泣
き
出
し

そ
う
に
な
る
子
供
な
ど
…
…
…
。

又
、
お
ろ
ち
退
治
な
ど
、
盛
ん
な
拍

手
が
続
き
ま
し
た
。

子
供
達
や
正
山
地
区
の
人
達
に
と
っ

て
も
、
わ
か
り
や
す
い
解
説
を
聞
き
な

が
ら
の
神
楽
観
賞
で
、
一
層
身
近
に
感

じ
る
公
演
と
な
り
ま
し
た
。

三
時
問
の
公
演
で
し
た
が
、
本
当
に

短
く
感
じ
た
時
間
で
し
た
。

肱
川
町
に
は
素
晴
ら
し
い
文
化
財
、

年
中
行
事
等
が
た
く
さ
ん
あ
ま
す
。
大

切
に
保
存
・
伝
承
し
て
い
き
た
い
も
の

で
す
。

16
ミ
リ
フ
ィ
ル
ム

V
T
R教
材

こ
判
胃
下
さ
い
／
．

本当に楽しそうです…

に持わ月なのでだのやので だ地年てか
しちらのつ風‘き御た自‘赴ぎ域のおら私
て帰‘遠て味私ま馳ら然生任まの間り‘が

以喜え晨土の芋し皐畠息乳翌と喜に、名冑；
のすや時っとっだ歓なあて‘°らずん一
味ぐたもたりか 待どる初歓 ‘いが年 小
をにら‘のこりそ を山うめ迎 体分‘ほ学
お‘の引でにそ い菜どて会 験多こど校
い妻芽率ず さくのしへ

:: t 二、！、〗 畷璽I&I ~if! イ；
せのわか赴

肱
川
町
は
、
大
洲
市
・
喜
多
郡
の
町

村
と
で
、
大
洲
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ

ー

を
設
置
し
て
い
ま
す
。
（
事
務
所
は
大

洲
市
中
央
公
民
館
内
）

そ
こ
に
は
、

16
ミ
リ
映
画
、
ビ
デ
オ

教
材
な
ど
た
く
さ
ん
と
り
そ
ろ
え
て
あ

り
ま
す
。

今
、
映
画
や
ビ
デ
オ
を
活
用
し
て
の

学
習
会
、
話
し
合
い
等
が
多
く
と
り
入

遠
慮
な
く
ご
連
絡
下
さ
い
。

だ
き
ま
し
た
。

秋
の
野
山
に
は
、

山
芋
が
あ
る
と

い
う
こ
と
も
、
肱
川
町
に
来
て
か
ら

知
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
た
、
今
年
の

秋
が
楽
し
み
で
す
（
食
べ
る
こ
と
ば

か
り
で
恐
縮
で
す
。
）
。

そ
れ
に
し
て
も
、
肱
川
町
の
自
然

の
豊
か
さ
に
ど
っ
ぷ
り
と
浸
る
こ
と

の
で
き
た
私
は
、
と
て
も
幸
せ
で

す
。
と
同
時
に
、
私
の
故
郷
に
も
、

も
ち
ろ
ん
自
然
が
あ
り
ま
す
の
に
、

ち
っ
と
も
そ
れ
に
触
れ
ず
、
気
ぜ
わ

し
く
生
き
て
き
た
自
分
が
悔
や
ま
れ

て
な
り
ま
せ
ん
。

現
代
の
子
ど
も
達
は
、
自
然
と
触

れ
あ
っ
て
い
な
が
ら
自
然
を
感
じ
る

機
会
が
少
な
い
、
と
よ
く
言
わ
れ
ま

す。

せ
ち
が
ら
い
世
の

中
に
あ
っ
て
は
、
無
理

交

徹

も

な

い

話

だ

と
思
い
ま

/

洞

ロ

ニ

ら

。

も

そ

う

そ
れ
だ
け
に
、
こ
れ

谷
上

大

か
ら
の
肱
川
町
を
担
う

子
ど
も
達
に
は
、
よ
り

多
く
心
に
ゆ
と
り
を
持
た
せ
、
こ
の

豊
か
な
自
然
の
恩
恵
に
ひ
た
ら
せ
、

郷
土
愛
を
育
み
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

れ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

学
年
P
T
A
の
活
動
や
愛
護
班
の
行

事
・
健
康
づ
く
り
の
話
し
合
い
や
レ
ク

リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
等
に
つ
か
え
る
映
画
や

ビ
デ
オ
が
そ
ろ
っ
て
い
ま
す
。

ど
う
か
、
い
ろ
い
ろ
な
場
で
会
合
で

の
視
聴
覚
機
器
を
活
用
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

※
公
民
館
へ

〈177〉

肱川

恵

の

み

F:===＝=＝=＝＝＝==＝=＝：〒: : ： : ii o o く心おく
ii 返お 結りの付しく

ii 

iiし見 婚を通きてら lI
ii を舞改

進い合‘し

ii ゃい進善
め合い真の，・

II め返めをまうを心中 ：：

！！ よしよ
しふしのの，．II 

; ~ II 
II 

、 よ る な - 証 ,.

iiつやう ぅさがも蓮 ！！
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三つの心で…（仙遊寺）

高
齢
者
の
生
き
が

い
学
習
と
し
て
、
す
っ

か
り
定
着
し
た
お
四

国
学
級
で
す
が
、
第

九
組
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。
四
年
間
か

け
て
、
四
国
八
十
八

ケ
所
を
ま
わ
り
な
が

ら
、
心
を
洗
い
、
世

界
的
な
文
化
財
に
ふ

れ
、
浴
線
の
地
理
や

産
業
を
学
習
し
て
い

こ
う
と
い
う
も
の
で

す。
昭
和
五
十
年
に
は

じ
ま
っ
た
こ
の
学
習

も
十
二
年
目
を
迎
え
、

九
組
を
か
ぞ
え
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

今
回
は
、
五
月
十
一
日
か
ら
十
五
日

ま
で
の
五
日
間
、
愛
媛
県
を
中
心
に

（
一
部
徳
島
県
）
学
習
し
ま
し
た
。

と
て
も
な
ご
や
か
な
ふ
ん
い
き
で
、

一
年
目
と
は
思
え
な
い
よ
う
な
五
日
間

生きがい学習第9組がスタート

＝お四国学級第 1年度＝

で
し
た
。
二
年
目
、
三
年
目
と
学
級
の

成
果
を
つ
み
上
げ
て
、
地
域
の
活
動
に

生
か
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

次
は
森
本
茂
子
さ
ん
の
感
想
文
で
す
。

森
本
茂
子
（
小
薮
）

若
葉
薫
る
好
季
節
に
、
お
四
国
学
級

九
組
に
参
加
い
た
し
ま
し
た
。

私
も
お
四
国
順
拝
は
二
回
目
で
ご
ざ

い
ま
す
。
そ
の
当
時
は
、
難
所
と
い
わ

れ
た
横
峰
寺
へ
は
、
杖
に
す
が
り
励
ま

し
合
い
助
け
合
っ
て
往
復
歩
い
た
も
の

で
す
。
今
は
交
通
の
便
も
良
く
な
り
、

バ
ス
も
大
分
上
ま
で
行
き
ま
す
の
で
、

と
て
も
楽
で
し
た
。

各
札
所
の
ご
本
堂
前
で
は
、
全
員
揃
っ

て
無
我
の
心
で
合
掌
礼
拝
す
る
、
そ
の

姿
こ
そ
飾
り
気
の
な
い
美
し
い
姿
だ
と

思
い
ま
し
た
。
お
大
師
様
は
あ
ら
ゆ
る

難
所
で
御
修
業
を
な
さ
れ
ま
し
た
。
そ

の
御
意
徳
に
感
激
し
只
合
掌
す
る
の
み

で
ご
ざ
い
ま
す
。
仙
遊
寺
の
お
住
職
さ

ん
の
お
説
教
の
中
で
印
象
に
残
っ
て
い

る
こ
と
、

人
は
広
い
心
、
強
い
心

心
に
わ
だ
か
ま
り
の
無
い
こ
と
。

と
申
さ
れ
ま
し
ひ
た
。
こ
の
三
つ
の
心

を
大
切
に
し
て
残
り
の
人
生
に
少
し
で

も
役
立
つ
よ
う
勉
強
し
て
行
き
た
い
考

え
で
す
。

新
緑
に
包
ま
れ
雲
間
に
浮
か
ぶ
雲
辺

寺
、
真
剣
な
足
取
り
で
一
歩
一
歩
渡
っ

た
祖
谷
の
か
ず
ら
橘
、
咲
き
誇
る
横
峰

寺
の
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
、
ロ
ー
。フ
ウ
ェ
ー
か

三
つ
の
心
で

喜
多
郡
P
T
A
連
合
会
の
昭
和
六
十

二
年
度
総
会
が
、
五
月
十
九
日
に
長
浜

町
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
席
上
、
兵
頭
長
市
さ
ん
（
前
予

子
林
小
P
T
A
会
長
・
郷
）
が

P
T
A

功
労
者
と
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

兵
頭
さ
ん
は
、
予
子
林
小

p
会
長
、

町
P
T
A
連
会
理
事
と
し
て
、
子
ど
も

の
健
全
育
成
図
る
た
め
の

P
T
A
の
組

織
活
動
を
積
極
的
に
推
進
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
も
、
子
ど
も
達
の
健
全
育
成
に

地
域
づ
く
り
に
ご
活
躍
を
お
願
い
し
ま

す。

I ヘ ヽなュ ： 
l I 

1丘写
ノ ‘.I.L，、

I 
長市さん l

I 

L ----------- _I 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

P
T
A
功
労
者

（祀

p
連
総
会
）

ら
の
眺
め
数
多
い
思
い
出
で
す
。

最
後
の
夜
は
唄
に
踊
り
に
と
楽
し
い

一
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。
皆
さ
ん
と
共

に
、
和
や
か
な
雰
囲
気
で
順
拝
と
名
所

旧
跡
の
見
学
と
有
意
義
な
楽
し
い
旅
で

ご
ざ
い
ま
し
た
。
又
、
来
年
を
期
待
し

て
お
り
ま
す
。

皆
さ
ん
お
元
気
で
、
お
四
国
学
級
ニ

年
生
に
進
級
い
た
し
ま
し
ょ
う
。
ど
う

も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

0
夫
婦
仲
む
つ
ま
じ
く

父
と
母
が
互
い
に
、
い
た
わ
り
あ

い
尊
敬
し
あ
い
愛
情
を
か
け
あ
う
、

仲
む
つ
ま
じ
い
姿
を
子
供
に
見
せ
る

こ
と
は
家
庭
に
お
け
る
性
教
育
の
基

盤
で
す
。
妻
は
夫
の
労
苦
に
い
た
わ

り
の
声
を
か
け
る
。
夫
は
そ
れ
に
応

じ
て
妻
に
惑
謝
と
思
い
や
り
を
表
わ

す
。
こ
ん
な
仲
む
つ
ま
じ
い
姿
を
見

て
育
つ
と
き
、
子
供
は
男
女
が
愛
し

あ
う
こ
と
の
素
晴
ら
し
さ
を
学
ん
で

い
き
ま
す
。

性
に
関
す
る
知
識
を
与
え
る
こ
と

も
大
切
で
す
が
、
そ
の
基
盤
で
あ
る

男
女
の
特
性
を
知
り
、
互
い
に
助
け

あ
い
、
い
た
わ
り
あ
う
男
女
の
む
つ

ま
じ
い
姿
を
見
習
う
こ
と
が
何
よ
り

も
大
切
で
す
。

父
親
は
、
こ
の
知
識
を
も
っ
て
日
々

の
家
庭
生
活
を
送
っ
て
ほ
し
い
も
の

で
す
。
母
親
が
、
娘
か
ら
み
て
満
ち

た
り
た
幸
福
な
者
と
し
て
写
る
こ
と

は
、
娘
が
将
来
女
に
な
り
、
母
に
な

る
こ
と
に
最
大
の
安
心
感
を
与
え
る

と
い
わ
れ
ま
す
。

「夫
婦
仲
良
く
」
と
は
家
庭
教
育

の
最
重
要
条
件
で
あ
る
と
と
も
に
、

家
庭
に
お
け
る
性
教
育
の
基
本
的
必

須
条
件
で
す
。

出
番
で
す
！
お
父
さ
ん
•
お
母
さ
ん
⑮

）

0

「思
い
や
り
」
の
芽
を
つ
ん
で

い
た
ら

親
は
、
知
ら
ず
知
ら
ず
の
問
に
、

「思
い
や
り
」
の
芽
を
つ
ん
で
い

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

市
内
電
車
に
乗

っ
て
い
た
母
子

づ
れ
。
子
供
は
勉
強
カ
バ
ン
を
持
っ

て
い
ま
し
た
。
あ
る
駅
で
一
人
の

お
年
寄
り
が
乗
っ
て
そ
の
子
の
前

に
立
ち
ま
し
た
。
す
る
と
、
そ
の

子
は
お
尻
を
モ
ジ
モ
ジ
と
し
は
じ

め
ま
し
た
。
席
を

「譲
ろ
う
か
」

「
ど
う
し
よ
う
か
」
と
迷
っ
て
い

る
様
子
が
よ
く
わ
か
り
ま
す
。
母

親
が
一
言
「
譲
っ
て
あ
げ
な
さ
い
」

と
言
え
ば
、
そ
の
子
の

「思
い
や

り
」
の
芽
が
伸
び
る
の
で
す
が
…

…
…
。
母
親
は
、
そ
の
子
の
膝
に

手
を
お
い
て
、
「
そ
の
ま
ま
」
と

言
っ
た
。
そ
の
子
は
も
う
、
お
尻

を
動
か
さ
な
く
な
り
ま
し
た

母
親
は
、
自
分
の
子
供
の

「思

い
や
り
」

の
芽
を
、
無
惨
に
も
つ

み
取
っ
た
の
で
す
。
そ
の
子
が
大

人
に
な
っ
て
、
結
婚
し
て
一
家
を

構
え
た
時
、
母
親
が
訪
問
し
た
ら

「
あ
母
さ
ん
、
も
う
お
帰
り
」
と

言
わ
れ
る
こ
と
だ
ろ
う
。

「思
い

や
り
」
の
芽
を
つ
ん
で
き
た
の
で

あ
る
か
ら
…
…
…
。

「
思
い
や
り
」

の
芽
を
つ
ん
で

い
た
ら
、
そ
の
報
い
は
親
に
返
っ
て

く
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
い
け
ま
せ
ん
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今
、
肱
川
町
は
人
口
三
、
七
二
六
人

で
す
。
二
十
年
前
か
ら
考
え
ま
す
と
二
、

0
0
0人
が
減
っ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

平
均
す
る
と
毎
年
一

0
0
人
づ
つ
減
っ

て
い
ま
す
。

特
産
開
発
事
業
を
中
心
と
す
る
村
お

こ
し
で
は
、
少
し
で
も
町
の
活
気
を
つ

く
り
、
や
る
気
で
、
前
向
き
に
な
る
町

の
ム
ー
ド
づ
く
り
と
活
性
化
を
進
め
て

い
ま
す
。

公
民
館
も
“
集
ま
る
”
“
学
ぶ
”

“
つ
な
ぐ
”
を
基
に
お
互
い
の
心
を
横

に
結
ん
で
、
み
ん
な
が
連
帯
し
て
自
分

達
の
ふ
る
里
が
住
み
よ
い
町
に
な
る
た

め
の
活
動
を
進
め
て
い
ま
す
。

今
後
二
年
間
、
そ
の
推
進
力
と
し
て

ご
協
力
い
た
だ
く
、
役
員
を
次
の
方
々

に
お
願
い
し
、
公
民
館
の
運
営
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

町
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
支
援
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

〔

本

館

〕

◎
常
任
専
門
委
員

0

体
育
委
員
会

出
水
清
志
•
河
野
一
也
（
中
央
）
西
本

資
久
（
正
）
和
気
敏
（
岩
谷
）
今
宮

二
雄
（
大
谷
）
三
瀬
哲
也
（
予
子
林
）

伊
藤
吉
廣
（
全
町
）

子供達からの学習（わんぱく学級）

0

展
示
広
報
委
員
会

分
館
長
・
主
事
兼
務

0

図
書
委
員
会

吉
田
三
代
子
（
正
山
）
台
本
曙
美
（
中

央
）
冨
永
悦
子
（
岩
谷
）
堀
尾
栞

（
大
谷
）
濱
田
イ
ツ
ミ
（
予
子
林
）
石

井
つ
や
子
（
中
野
小
学
校
）
中
田
葉
子

（
中
学
校
）

0

生
活
文
化
委
員
会

安
川
ヤ
ス
子
（
正
山
）
菅
野
ナ
カ
エ

（
中
央
）
松
原
藤
子
（
大
谷
）
堀
川
極

子
（
予
子
林
）

◎
運
営
審
議
会

長
谷
和
英
（
中
学
校
）
村
上
昇
（
予

子
林
小
）
安
川
哲
生
（
町
P
T
A
)
兵

ゆ
ん
な
せ

3
誌

a画
す
る

ふ
る
さ
と
づ
<
り
逸
…

公

民

館

役

員

の

紹

介

頭
幸
子
・
冨
永
千
世
子
（
町
婦
人
会
）

山
下
雅
英
（
町
青
年
団
）
谷
本
恒
雄

（
町
老
人
ク
ラ
ブ
）
堀
内
英
雄
（
農
協
）

堀
井
一
男
（
森
林
組
合
）
久
保
田
仁
之

（
商
工
会
）
三
好
一
男
（
議
会
）
冨
永

知
孝
（
助
役
）
西
田
等
（
青
年
農
業

者
）
和
気
千
秋
（
元
公
民
館
長
）

〔

分

館

〕

0

正
山
分
館

分

館

長

泉

福

男

主

事

谷

本

孝

治

部
落
主
事
瀧
野
隆
志
（
中
居
谷
）
東

米
男
（
道
野
尾
）
蔵
田
博
行
（
共
栄
）

内
田
清
見
（
協
生
）
立
花
昌
一
（
嘉
城
）

熊
野
洋
（
山
槌
）

0

中
央
分
館

分

館

長

菊

池

昭

三

郎

主

事

岩

田

良

一

松

本

隆

寿

部
落
主
事
中
野
安
孝
（
小
畑
井
）
北

川
廣
志
（
萩
野
尾
）
上
川
英
樹
（
汗
生
）

曽
根
和
義
・
谷
岡
京
子
（
中
野
）
二
村

廣
•
藤
井
敏
子
（
小
薮
）
片
山
一
郎
・

丸
山
ヒ
ロ
ミ
（
大
和
）
兵
頭
重
喜
（
肱

栄
）
小
谷
由
春
（
上
森
山
）
山
本
一
美

（
八
重
栗
）
三
瀬
次
男
・
高
野
シ
ゲ
子

（
下
鹿
野
川
）
上
野
廣
喜
•
宮
田
千
鶴

子
（
上
鹿
野
川
）
冨
永
光
明
（
三
和
・

月
野
尾
）

0

岩
谷
分
館

分

館

長

和

気

芳

丸

主

事

宮

尾

善

郎

部
落
主
事
寺
尾
秋
広
（
下
敷
水
）
森

岡
成
実
（
敷
水
）
和
気
藤
秋
（
上
敷
水
）

宮
尾
善
郎
（
下
嵯
峨
谷
）
和
気
昌
介

0

大
谷
分
館

分

館

長

小

川

和

雄

主

事

岡

村

清

利

部
落
主
事
寺
岡
亀
夫
（
白
石
）
冨
永

伊
佐
男
（
影
地
）
久
保
武
茂
（
広
常
）

博
田
熊
市
（
久
保
）
和
気
高
喜
（
大
平
）

向
井
務
（
大
屋
敷
）
浅
井
義
明
（
森
）

0

予
子
林
分
館

分

館

長

増

田

虎

雄

主

事

高

岡

和

正

部

落

主

事

東

真

一

・

増

田

幸

子

（
柳
）
市
刀
澄
男
・
村
田
尊
代
（
郷
）

井
脇
俊
久
•
井
脇
八
重
子
（
瓜
生
谷
）

松
本
時
衛
・
三
瀬
町
子
（
市
之
畦
）
松

江
伸
通
・
渡
辺
広
子
（
町
）
清
水
昭
信
・

三
瀬
ハ
ル
子
（
藤
之
原
）
二
宮
廣

（
小
倉
）
宮
岡
照
男
・
畑
山
利
夫
（
中

津） （
上
嵯
峨
谷
）
水
本
亀
清
（
菟
野
尾

松
田
龍
明
（
橡
の
木
瀬
）

みんなが参加する社会体育（町民運動会）

「―-----------------------寸
l あいさつは、心と心の潤滑油です

゜： 家庭で、 親子、 兄弟が・・・・・・・・・・・・・・

l 学校で、先生、子供達が………... ! 

： 地域で、おじいちゃん、おはあちゃん ！ 
l おじさん、おはさん I 

I 
I ぉにいさん、おねえさん I 

1 子供達同士で・・・・・・・・・・・・・・・

I 
1 声をかけ合い、日本一礼儀正しい町に ： 
l しよう。
'-_ ＿ ＿ ＿ ------------------ - --..J 

◎
社
会
教
育
関
係
役
員

0

社
会
教
育
委
員

公
民
館
運
営
審
議
会
委
員
兼
務

0

文
化
財
保
護
審
議
会
委
員

谷
本
一
敏
（
正
山
）
赤
岩
繁
喜
（
中
央
）

竹
森
公
平
（
岩
谷
）
土
井
豊
城
（
大
谷
）

菅
原
勤
（
予
子
林
）

〔
歴
史
民
俗
資
料
館
〕

0

歴
史
民
俗
資
料
館
協
議
会
委
員

公
民
館
運
営
審
議
会
委
員
兼
務

0

民
俗
資
料
委
員

村
上
春
義
（
正
山
）
冨
永
真
盛
（
中
央
）

城
戸
寿
賀
侑
（
岩
谷
）
三
瀬
貞
子
（
大

谷
）
宮
田
義
盛
（
予
子
林
）
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日 当直医 電話

5日（日）
村上 医 院 24-2346 

（大｛市常磐町）

12日（日） 久保医 院 25------0158 
（大洲市新谷）

19日（日） 肱 J 11 医 院 25-2915 
（大洲市菅田）

お日（日） 瀬 医 院 2&-0003 
（繹i市八田喜）

日曜 日 喜多医師会病院 25----0535 
祝日 （大洲市徳森）

※変更になる場合がありますので前

もって連絡してからお出かけ下さい

急病院救

曜 日 病 院 名 電 話

月・火 大洲市立病院 24-2151 
（大洲市）

水 加（大戸洲病市）院 24-5101 

木～日 大（洲大中洲央市病）院 24---4551 

i 3 
日

ク

日
程⑮ 

組F

<i 
場

集
鴫ぢ

所戸斤

時3後時午I 
時11 前午

時

3分0時10 l 
間l 

] 7 7 日

24 り？ 
日 日 日
僑 因 （水） 程

? I―. 

iヽ 
4ヽ 場

生 萎反

集 集

会 会
所PI t PI「

午悶時 趾午前1 

時

間

⑥
結
核
レ
ン
ト
ゲ
ン
・
成
人
病
検
診

⑥健康相談

7 
五 日

月

‘’ 胄 賃
（月） （月） 程

息
森 白 場

石
ク ン 集 集

夕 会 会
所I 戸斤 戸斤

贔i分I贔午前 時2贔11時 午前
時

3分0時1 i 3分0時11 0 
翌1 時1130 間

＿
午
後
ー
時

1
寺

7
月
2
日

困

一
保
健
セ
ン
タ
ー

nヽn 

2
 

日

程
一
場
所
一
受
付
時
間

⑥
乳
児
健
康
診
査

日
。
日

⑥健康づくり料理教室

五 五 i 五
7 

りク 31 ク 28 ク 22 ク 13 ク

日 日 日 日 日
虚） 伏） （水） （月） （水）

岩 男父 ／」ヽ

羞> ［ >
正 嘉 u」 共

谷 7」'<:. 祐反 山 坊反 槌 栄
公 集 集 公 集 集 集
民 会 会 民 .6.. ＝ 魯 会
館 戸斤 戸斤 角官 戸斤 戸斤

時3,時
時11 午前

時3i 時I 
時11 午前

時3孟時I 
時11 午前

時3時i l 
時11 前午

時3:贔
i 午肖訂

廿3分0討3分0 3分0時11 0 3分0時11 0 3分0時1l 0 3ノ刀＼0 時1i 0 
I l l I ！ 

⑥
定
例
健
康
相
談

可
燃
物
（
紙
や
生
ゴ
ミ
な
ど
の
燃

え
る
ゴ
ミ
）
を
ゴ
ミ
収
集
車
に
出
す

方
は
、
加
入
手
続
き
が
必
要
で
す
。

現
在
、
内
山
衛
生
事
務
組
合
の
ゴ

ミ
収
集
車
が
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週
に
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町
内
（
一

部
の
地
域
）
を
ま
わ
り
、
可
燃
物
を

集
め
て
お
り
ま
す
。
こ
の
と
き
、
ゴ
ミ

を
出
す
こ
と
の
で
き
る
方
は
、
内
山
衛

生
事
務
組
合
に
加
入
し
、
利
用
料
を

納
付
さ
れ
て
い
る
家
庭
だ
け
で
す
。

可
燃
物
を
自
家
処
理
し
き
れ
な
く

ゴミを出すときの加入

手続きについて
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な
っ
た
家
庭
や
、
転
入
等
で
未
加
入

の
ま
ま
ゴ
ミ
を
出
さ
れ
て
い
る
家
庭

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
早
急
に
加
入
手

続
き
を
済
ま
せ
て
下
さ
い
。

0
加
入
手
続
き
は

肱
川
町
保
健
セ
ン
タ
ー

〇
持
参
す
る
も
の

組
合
加
入
料

50
円

※
利
用
料
は
、
一
般
家
庭
分
り
ゴ
ミ

量
で
月
額
百
円
を
前
・
後
期
に
分

け
て
徴
収
し
て
い
ま
す
。
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▽
場
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夏
で
す
暑
中
見
舞
を
ど
う
ぞ

く
じ
付
で
四
種
類
、
お
好
み
に
あ

わ
せ
て
お
求
め
く
だ
さ
い
。
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